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全 員 協 議 会 議（公開用） 

 

日 時 令和８年４月７日（火） 

    午前１０時 

場 所 山元町役場 全員協議会室 

欠なし 傍聴人有 

会 議 次 第 

１ 開 会 宣 告 【議長】 

 

２ 開会のあいさつ 

 

３ 報 告 事 項 

※ 全議会の会議及び出張には、運用規定に基づきタブレットを充電した状態でお持ち

ください。 

※ Microsoftチームスチャット『山元町議会連絡』及び SideBooks内の『02_議会全員

協議会』に資料をアップロードしています。 

 

４ 協 議 事 項 

⑴ 執行部説明【町長】説明事項概要説明。 

 ① 令和８年度町内保育施設及び放課後児童クラブの入所状況等について（報告） 

【子育て定住推進課】 

【秀一議員】０歳と１歳の減少が見えるが、出生数はどうか。 

【課長】出生数４０名程度、変動していない。０歳児は育児休業制度の定着に伴うニーズ

減。１～２歳児はニーズ増。 

【秀一議員】これまでの取り組みが生かされていないように思った。 

【丸子議員】放課後児童クラブ申込者２００名だが待機はないのか。 

【課長】全学校で２００名。 

【丸子議員】転入者の対応はどうするのか。 

【課長】定数を上回るが、長期休暇中の利用希望などもある。転入者等のさらなるニーズ

増は低学年層を受託者と協議の上、受け入れられるようにしたい。 

【齋藤議員】なないろ保育園定員９名で始まったと思うが、現在６名。要因はあると思う

が。保育園支援の必要性、今後考え方は。 

【課長】今年度から６名。０歳児の受け入れを止めたい要望があった。先ほどのニーズ減

がある。保育園で保育士の確保もある。２歳児は定員を上回る受け入れもあり、園と継続

して話し合っていく。 

【齋藤議員】坂元の保育所の取り扱い。３月２３日に都市計画審議会があり、誘導施設の

決定があった。保育所は町・下郷区域にバー表示になっている。担当課からは現状は誘導
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しないという説明があった。町長からは坂元地区に保育所を設けないとは発言されていな

いが。 

【町長】現状で保育所の定員が間に合っていること。一度集約したこと。坂元に保育所が

できた場合を調査したところ、現状の保育施設で対応可能となった。移住定住を進めてい

る中で、今後、状況判断しながら対応。今ある施設を活用していく。今の保育園の経営も

ある。私から坂元地区に作らないとは発言していないが、現状では必要ではない。移住定

住で坂元地区への誘導を行うので、その状況にもよる。 

【齋藤議員】オフィシャルで町長は作らないといっていないと都市計画審議会で発言した

が、担当課は都市計画マスタープランで町長から確認を取っていると説明をしている。し

かるべき場面で、発言するべきではないか。 

【町長】現状での坂元への保育所建設計画はない。 

【齋藤議員】全員協議会の場でしかないので、重要案件であるから町民に共有されるべき

だと思う。 

【渡邊議員】長期休暇中の利用者、給食が考えられないかという保護者の声があるが。 

【課長】放課後児童クラブは弁当を業者から納入という自治体はあるが、給食室を活用し

た給食の提供は施設管理上難しい。 

 

② 山元東部地区非農用地（花笠地区）の活用事業について（報告） 

   ※２月２日開催の議会全員協議会で説明した際の資料を持参（または SideBooksで

参照）願います。                【産業観光課・施設管理課】 

【齋藤議員】執行部で一定の評価をして、問題ないとなればいいが。先日話したのは執行

部でのアセスメントはどうか、組織決定はどうか、ということ。本会議で資料の提供をお

願いしたところだが、対応されていない。 

【課長】庁内合意形成については、１月５日開催課長会議で全課長へ説明した。その内容

を２月２日の全員協議会で説明した。１月２０日、山元東部地区農地整備事業連絡協議会

で協議したらどうかという提案を受けた。その後、農地整備事業連絡協議会において花笠

地区の利用協議をしている。結果、問題がないと決定している。 

【齋藤議員】一般質問の際にその回答がない。町長からの回答では、詳細は詰めていない

というもの。仙台地区の新聞報道もあり、庁内状況を含めて説明するべきだったのでは。 

【町長】一般質問の際、２回の協議は行っているが、詳細について聞かれたことに協議は

していないので、そう回答した。 

【齋藤議員】２月の全協資料を執行部で共有したというが、検討評価に値するのか。アセ

スメントまでといわずとも。 

【町長】会社の概要は書いてあるが、協議の詳細は書いていないので指摘された通り。 

【齋藤議員】事業を進めたいというスタンスは同様。本日資料に多少塩害対策が記載され

ているが、津波対策は問題ないとだけ書いてある。一般質問をどう受け止めて整理して本

日なのか。 

【町長】事業としてしっかりとしていることを話してもらったが、これから予定する住民
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説明会を経て、その後、事業者を含めて皆様に説明をする機会を設けたい。今回は事業者

の紹介をした。今後とも説明したい。 

【齋藤議員】一般質問を挟まないで２回目の説明ならまだしも、執行部の説明責任として、

そこをクリアしたうえでされるべきではないのか。事業者からの聞き取りをしっかりし、

庁内で協議したものをここで説明するべきではないか。前のめり過ぎではないか。一連の

説明を願いたい。 

 

（１０：５９休憩 １１：１０再開） 

 

【課長】内部で会議を設け、法令等の確認、事業者と町のかかわりの中で懸案事項を解消

しながら地域の理解を得ながら進めていきたいと考える。 

【議長】前回がいろんな質問が出て、そのことを行った結果が本日の説明か。 

【課長】不足している部分を事業者と協議する中で回答した。 

【齋藤議員】宿題を返す前に、事業者からの説明機会と日程調整があった。事業者から確

認し、４月の全協はこう臨みますという説明をしたのか。 

【議長】今日は一般質問の回答ではなく、事業者の説明。 

【齋藤議員】素朴な疑問を呈しているだけ。完璧でなくても、返してくれないと。 

【議長】執行部、今の質問には協議したのかどうか。 

【遠藤議員】今日の説明は今後の進め方の報告ではないか。そこまでではないか。 

【議長】執行部の目的は。 

【町長】以前お話しいただいたことを事業者と話して、今現在ここまで進んでいるという

説明。足りない部分、新たな疑問は再度、住民説明後に事業者を入れての説明と考えてい

た。 

【齋藤議員】一般質問したのは３月９日。１か月経過している。これでいいのか。私が言

っているのは、平場の優位性はあるが、津波に対するリスクはどの程度認識しているのか。 

【課長】津波リスクは７メートル。１線堤を越える浸水区域になっている。 

【齋藤議員】東日本大震災は６００年周期だからまだしも、千島海溝地震の県内想定５～

１２メートルという情報がある。メガソーラーだから、住民説明会の範囲を広げるべきで

はという質問、２点。 

【町長】津波に対しての説明は事業者と行っている。予定する住民説明会は町民全体で考

えている。 

【齋藤議員】前向きな姿勢ならば、よくわかるようにしてほしい。再生可能エネルギー政

策の転換を受けた事業計画、市場連携のリスク、津波や塩害なりを加味したときの採算性

はどうなのか。 

【副町長】今後ともサポートを行っていく。 

【課長】国の制度を使わない民間事業者への売電を考えていると聞いている。そのうえで

リスク対応を考えている。 
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③ 大規模盛土造成地（作田山団地）の変動予測調査結果について（事前説明） 

【建設水道課】 

【議長】質疑なしですか。 

（「了承」の声あり。） 

 

⑵ 資料配付 

 ① 山元町正副行政区長等名簿について               【総務課】 

 ② 令和８年度行政組織機構及び職員配置図について         【総務課】 

 ③ 「山元町地域おこし協力隊」の委嘱について         【企画財政課】 

 

（執行部退席） 

 

 ⑶ 勧告書について 

【議長】この議題を協議するに当たり秘密会としたいと思うが、皆さんはいかがか。 

【遠藤議員】議長権限で進めて。 

【竹内議員】傍聴人もいるので、そのままでもいいのでは。 

【議長】プライバシーの保護等あるので、秘密会にしたい。 

【齋藤議員】本会議場で起こったこと。秘密会にするほどのことか。 

【遠藤議員】これまでも資料回収を行ってきている。そのことから進めてほしい。 

【議長】今回も資料回収で進める。ほかに意見がなければ、秘密会とする。資料配付、全

員協議会室を閉鎖する。 

（「了承」の声あり） 

（書記、全員協議会室閉鎖） 

（傍聴人、退席） 

－－－－－－－－－－－－－－（秘密会開始）－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－－－－－－－（秘密会解除）－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（書記、全員協議会室開鎖） 

 

 ⑷ 補欠選挙当選議員の常任委員会等の所属について 

【議長】一読願う。この通りに進めたい。 

【事務局長】⑴当人の希望を聞いて常任委員会所属を決定するが、２１日に新議員説明会

を行う。総務民生常任委員会、産建教育常任委員会両委員長も正副議長にあわせて同席し

てもらえるといい。この時点で所属が決まれば、翌日の２２日の全協で報告できるといい。

議会広報・広聴委員会委員は総務民生常任委員会からの推薦になるので、そこまで行えれ

ばいい。議席番号は議長の決定となるが、初議会を念頭にくじを引いて、最終議長が決定

してもよいのではないか。 

【議長】２番、５番、７番が欠番なので抽選等で決定したい。常任委員会は希望を聞く。 
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５ その他 

⑴ 各委員会からの報告 

 ・総務民生常任委員会 

 ・産建教育常任委員会 

 ・議会広報・広聴常任委員会 

 ・議会運営委員会 

 ・旧ＪＲ山下駅前トイレ撤去経緯等調査特別委員会 

 ・なり手不足対策調査特別委員会 

 

⑵ 各一部事務組合等からの報告 

 ・亘理地区行政事務組合議会 

 ・亘理名取衛生処理組合議会 

 ・宮城県後期高齢者医療広域連合議会 

 

⑶ その他 

  

 

６ 閉 会 宣 言 【議長】 

 

◎今後の主な行事予定  

  ４月 ８日（水）     小学校入学式 

          １０時～ 産建教育常任委員会所管事務調査 

     ９日（木）     中学校入学式 

          ９時３０分～ 議会広報・広聴常任委員会 

    ２１日（火）９時３０分～ 議会広報・広聴常任委員会 

    ２２日（水）１０時～ 全員協議会 議会側 

         １３時３０分～ 議会広報・広聴常任委員会正副委員長校正 

 

 

（１３：０９ 閉会） 

 


